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棚卸資産の勘定科⽬‧仕訳 ハンドブック

【棚卸資産の定義と性質】棚卸資産とは、販売⽬的で保有し、決算時に在庫として残っている資産を指します。

棚卸資産の基礎知識と勘定科⽬

項⽬ 内容

定義 販売⽬的の保有資産（在庫）

表⽰区分 流動資産（貸借対照表）

特徴 1年以内に現⾦化‧費⽤化が⾒込まれる

⽐較 貯蔵品（未使⽤消耗品）とは販売⽬的の有無で区別

【業種別の主な勘定科⽬】業種によって、取り扱う在庫の名称が異なります。

業種 主な勘定科⽬ 備考

販売業 商品 ⼩売‧卸売業などで仕⼊れたもの

製造業 製品‧仕掛品‧原材料 製造⼯程や加⼯状態による区分

不動産業 棚卸不動産 販売⽬的で所有する⼟地‧建物
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棚卸資産の勘定科⽬‧仕訳 ハンドブック

【期中の仕訳（三分法）】三分法では、期中に「商品」勘定を動かさず、収益と費⽤のみを記録します。

棚卸資産の仕訳（三分法）と決算修正

【決算時の修正仕訳（振替‧差異修正）】決算時には、実際の在庫状況に合わせて資産と費⽤を確定させます。

⽬的 借⽅勘定 貸⽅勘定 内容

期⾸在庫振替 仕⼊ 繰越商品 前期残⾼を費⽤に振替

期末在庫計上 繰越商品 仕⼊ 当期残⾼を資産に計上

在庫紛失修正 棚卸減耗損 繰越商品 数量不⾜分の修正

価値低下修正 商品評価損 繰越商品 価値減少分の修正

取引内容 借⽅勘定 貸⽅勘定

商品仕⼊時 仕⼊ 買掛⾦（など）

商品売上時 売掛⾦（など） 売上
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棚卸資産の勘定科⽬‧仕訳 ハンドブック

【主な評価⽅法の⽐較】期末在庫の単価を決定するための代表的な⼿法です。

棚卸資産の評価⽅法‧計算⽅法

【その他の計算‧重要作業】

⼿法 計算の考え⽅ 備考

個別法 商品個別の仕⼊価格で評価 宝⽯‧不動産等に適合

先⼊先出法 先に仕⼊れた順に売れたとみなす 物価上昇時に利益が出やすい

総平均法 期⾸＋総仕⼊額の平均単価で計算 計算が簡便で実務的

移動平均法 仕⼊れの都度、単価を更新 常に最新単価を把握可能

‧売価還元法： 期末の販売価格合計に原価率を掛けて算出。

‧最終仕⼊原価法： 期末に最も近い仕⼊単価を全在庫に適⽤。

‧実地棚卸： 期末に現物を確認し、帳簿残⾼を修正する不可⽋な作業。


